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　一般財団法人Ｃ.Ｗ.ニコル・アファンの森財団
（Ｃ.Ｗ.ニコル理事長）は、野蒜地区の復興の森に
「森と対話する場所（サウンドシェルター）」を整備
しました。森の音を聞きながら心を落ち着け、被災
体験などを語り合うことで前向きになってほしい
という願いが込められています。今後は次代を担

にな

う子どもたちや地域の皆さんの心のケアにつなげ
ていきます。
　今号の特集では、復興が前進した２０１５年（平成
２７年）の主な出来事を振り返ります。

アフォンの森 震災復興プロジェクト「森の学校」プロジェクト
協賛：（公財）イオンワンパーセントクラブ・アサヒグループホールディングス（株）・（株）岡村製作所・サンデンホールディングス（株）・（株）トンボ・国際紙パルプ商事（株）・（株）リコー
制作：早稲田大学工学術院 古谷誠章研究室・FREELYS・（一社）美馬森Japan
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　師
しわ す
走を迎え、2015年も残りわずかと

なりました｡今年の皆さんの1年はいか
がだったでしょうか｡今号では、1年の締
めくくりとして､市内での主な出来事を
振り返ります｡
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　５月３０日　JR仙石線が震災のため不通となっていた
陸前小野―高城町駅間を含めた全線での運行を再開。
併せて記念イベントが行われる

東松島市の
２０１５年を
振り返る
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4月12日	 嵯峨渓を巡る遊覧船「嵯峨みらい」の就航式が行われる〈写真4〉
4月18日	 防災集団移転牛網団地内の駅前東公園に株式会社バーミリオンから	
	 の支援により、公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンより遊具	
	 や防災設備が寄贈され、引渡し式を開催（二反走公園にも寄贈）

5月26日　奥松島遊覧船利用客数	
	 が1万人達成
5月27日	 チャレンジデー2015in	
	 東松島市が開催｡参加率が過去最大となる
5月28日　小野駅前東・矢本西・室浜・大浜・月浜の5地区の災害公営
　	 住宅が完成〈写真5〉
5月30日　あおい三丁目公園にフィリップ・モリス・ジャパン株式
	 会社からの支援により、プレイグラウンド・オブ・ホープ
	 から遊具などが寄贈され、引渡し式を開催

6月29日　東松島市健康増進センターゆぷと利用客数が100万人	
	 達成

7月1日	 第1回プラチナ構想スクール＠東松島が小
こ み や ま
宮山宏

ひろし
氏を招いて開催

7月31日　国際協力を通じた地域創生と震災復興のため、JICA（独立行政法人
	 国際協力機構）と戦略的合意文書を締結

8月16日	 第93回東松島市鳴瀬流灯花火大会が開催され、芸人	
	 の間

はざま
寛
かんぺい
平さん、たむらけんじさんらがステージ参加

8月15日	 あおい二丁目公園に公益社団法人24時間テレビチャ	
	 リティー委員会から健康遊具が寄贈され、引渡し式を	
	 開催（プロデュース：プレイグラウンド・オブ・ホープ）
8月22日	 東松島夏まつり2015が開催

9月28日　防災集団移転団地「あおい地区」の宅地引き渡しが完了
（4月21日、7月21日にもそれぞれ宅地引渡し式を行っている）〈写真6〉

11月7日　埼玉県東
ひがし

松
まつやま
山市と友好都市協定	

	 を締結〈写真7〉
11月7日　東松島市市制10周年記念式典		
	 が開催

1月2・3日　野蒜出身の髙
たかはし
橋宗

そ う し
司選手が第91回箱根駅伝8区区間賞を獲得し、青山学院大学	

	 の総合優勝に貢献〈写真1〉
1月11日	 第67回奉献乾海苔品評会で壱等3名ほか、多くの入賞者あり
1月20日	 矢本東保育所跡地に市営町浦住宅が完成し、入居開始
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3月13・14日	 天皇・皇后両陛下が東松島市を御来訪され、市役所鳴瀬庁舎で震災復興状況の御聴取、震災で
	 被災した牛網の事業所でイチゴの栽培状況を御視察〈写真2〉
3月14～18日	 第3回国連防災世界会議が仙台市で開催され、パブリック・フォーラムで東松島市長が基調	
	 講演を行うなど、国際化による復興や地域おこしなどの	
	 取り組みを紹介〈写真3〉
3月21日	 旧浜市小学校の校庭に咲いていた桜を接

つ
ぎ木して育てた	

	 「浜市桜」の苗木が植樹
3月29日	 三陸自動車道松島北IC―鳴瀬奥松島IC間の４車線化	
	 工事が完了

３
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※地方交付税は税収の多い自治体と少ない自治体の間の財源を調整するなどの目
　的で、いったん国が集めた税を自治体に再配分しているものです｡ここでは、本来、
　自治体の収入といえることから、給料の一部としています｡

項　目（総　額） 1人あたり

給料
市税(市民税､固定資産税など市の予算を支える最も重
要な収入)

7,200円

地方交付税（財源不足に応じて、国から交付されるお金） 25,200円
貯金の取崩し
繰入金（特別会計や基金から受け入れたお金）、
繰越金（前年度の繰越金）

86,800円

その他の収入
使用料･手数料･負担金（市の施設の使用料や住民票発行
手数料など）、諸収入

2,300円

親からの援助
国･県支出金（特定目的のため、もらえるお金）

50,400円

銀行からの借入･ローン
市債（施設を建てる時などに長期で借りるお金）

2,100円

市民一人あたりの月収額　174,000円

自分で
稼いだお金
121,500円

収 入 市民一人あたりの年収　2,088,000円

項　目（総　額） 1人あたり

食費
人件費（市長、職員、議員などに対して労働の対価、報酬
として支払われるお金）

5,900円

医療費
扶助費(高齢者や障害者、子どもの福祉などにかかるお金) 5,300円

光熱費などの日常生活費
物件費（消耗品や印刷費、光熱水費、各種委託料などにか
かるお金）

13,500円

冠婚葬祭費や区費
補助費等（各種団体補助金や一部事務組合負担金などに
かかるお金）

9,300円

子どもへの仕送り
繰出金（下水道、国保、介護保険などの特別会計へ支出さ
れるお金）

19,600円

車や家具の修理代
維持補修費（市が管理する道路や学校などの施設の維持
にかかるお金）

900円

ローン返済
公債費（借金（市債）の返済にかかるお金） 4,200円

家や庭の増改築
公共事業費(道路や学校などの施設の整備にかかるお金) 34,700円

貯金
積立金(まちづくり基金、財政調整基金へ積み立てるお金) 70,400円

市民一人あたりの支出月額　163,800円

■問　行政経営課行政経営班　☎内線1226・1228

家計簿

支 出 市民一人あたりの年支出　1,965,600円

【一般会計】 歳入総額　837億9,271万円
歳出総額　788億7,304万円

◆差し引き49億1,967万円から7億円を貯金し、
　42億1,967万円を27年度の歳入に入れました。

｢東松島市の財政状況は本当に大丈夫?｣
｢税金は何に使われているの?｣

　市の財政と一般家庭の家計ではしくみが違いますが、わかりやすくするため、
東松島市の平成26年度の一般会計決算を家計簿に置き換えてみました｡

どうしても
かかるお金
58,700円

東松島市のおサイフ
～東松島市一般会計・特別会計の決算報告書～

平成26年度

●特別会計とは…
　国民健康保険など､使い道が決まっている特定の収入があり､一般会
計と分ける必要がある特定事業の会計です｡

特別会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険 55億5,482万円 54億1,580万円 1億3,902万円

後期高齢者医療 3億5,015万円 3億3,957万円 1,058万円

介護保険 29億2,171万円 28億2,352万円 9,819万円

農業集落排水事業 2億111万円 1億7,125万円 2,986万円

漁業集落排水事業 347万円 298万円 49万円

下水道事業 111億4,927万円 105億2,824万円 6億2,103万円

野蒜北部丘陵地区
土地区画整理事業 163億7,804万円 163億7,804万円 －

東矢本駅北地区
土地区画整理事業 16億3,394万円 10億4,828万円 5億8,566万円

特別会計の決算状況

※家計簿内の各金額は､平成26年度一般会計決算額を､同年度末の人口で
　割った1人あたりの金額を、さらに12カ月で割った､1カ月ベースの金額です｡

 平成27年3月31日現在の人口：40,138人

ちゃんと貯金も
してるのね。

　東日本大震災に対応するために実施した主
な事業内容とその経費について要約して紹介
します。（一般会計・各特別会計）

震災関連経費の状況 復旧復興には
やっぱりたくさんの

お金がかかるね。

●震災対策費・復興事業費
主な事業内容 事業費

震災廃棄物処理事業 29億8,873万円
被災市街地復興土地区画整理事業(野蒜北部) 97億8,388万円
被災市街地復興土地区画整理事業(東矢本駅） 16億3,394万円
防災集団移転促進事業 13億5,274万円
東日本大震災災害援護資金貸付事業 2,096万円
緊急雇用創出事業 3億3,772万円
復旧・復興関係職員確保事業 6億2,004万円
中小企業災害復旧対策事業 2,660万円
被災農家経営再開支援事業 4,500万円
東日本大震災農業生産対策交付金事業 1億7,970万円
避難道路整備事業 6億1,682万円
災害用スクールバス運行事業 9,490万円
防災盛土事業 8億3,998万円
津波復興拠点整備事業 4億1,232万円
災害公営住宅整備事業 23億3,393万円
被災者サポートセンター運営事業 1億1,500万円
●災害復旧費  

主な事業内容 事業費
道路橋りょう災害復旧事業 8億8,655万円
公共下水道施設災害復旧事業 5億8,165万円
漁港災害復旧事業 7億2,894万円
民生施設災害復旧事業 1億8,981万円
小学校施設災害復旧事業 4億8,384万円
中学校施設災害復旧事業 4億3,955万円
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　本市の職員の人事に関する任免や勤務条件、福利厚生など詳しい内容は、東松島市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、市のホー
ムページに詳しく掲載しています。
※特に注釈のない場合、平成26年4月1日から平成27年3月31日の状況です。

■問　総務課人事班　☎内線1214 URL:http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp/city/syokuin/jinjigyosei/index.html

東松島市の人事行政の運営状況公表します!
東松島市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本市の職員数や職員給与について公表します。

年齢別職員構成の状況（平成27年4月1日現在）

区 分 20歳
未満

20歳

～

23歳

24歳

～

27歳

28歳
～

31歳

32歳

～
35歳

36歳

～

39歳

40歳

～

43歳

44歳

～

47歳

48歳

～

51歳

52歳

～

55歳

56歳

～

59歳

60歳
以上 計

職員数 9人 26人 30人 32人 35人 42人 62人 34人 22人 30人 29人 14人 365人

（注） 1　職員数には教育長は含まれていません。
　　 2　職員数には宮城県からの派遣職員2人が含まれております。

１ 職員数に関する状況

【職員給与の状況】　市職員の給与は、国や県、ほかの地方公共団体との均衡を考えながら、議会の議決を経て、条例により決定されています。

2-2　職員給与費の状況（普通会計決算）
区分 職員数

（Ａ）
給与費 一人当たり

給与費 （B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　（Ｂ）

26年度 人
345

千円
1,198,704

千円
323,175

千円
429,828

千円
1,951,707

千円
5,657

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
      2　職員数は、平成26年4月1日現在の人数です。

2-1 人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（平成26年度末）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
（参考）

平成25度の
人件費率

26年度 人
40,138

千円
78,873,041

千円
1,086,260

千円
2,845,441 3.6％ 2.5％

2-3　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
（平成27年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

東松島市 41.0 歳 286,972 円 354,731 円 307,928 円
宮城県 42.3 歳 323,015 円 402,407 円 357,738 円

①一般行政職

②技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

東松島市 47.0 歳 258,633 円 279,162 円 269,800 円
宮城県 51.8 歳 328,544 円 371,143 円 351,954 円

１ 「平均給料月額」とは、平成27年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤
　  務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において
　 明らかにされているものです。また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額
　 には通勤手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当が含まれていないことから、比較のため国家公
　 務員と同じベースで再計算したものです。

（注）

2-4　職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）
区　分 東松島市 宮城県 国

一般行政職
大学卒 174,200円 180,800円 174,200円

高校卒 142,100円 146,500円 142,100円

技能労務職
高校卒 139,500円 144,200円 －
中学卒 123,900円 127,700円 －

2-6　特別職の報酬等の状況

区　分 給料月額等
期末手当
支給割合

（平成26年度）

退職手当

（算定方式） （1期の手当額）

市　長 891,000円 3.10月 891,000円×在職月数×0.44 18,817,920円
副市長 707,000円 3.10月 707,000円×在職月数×0.26 8,823,360円
教育長 600,000円 3.10月 600,000円×在職月数×0.21 6,048,000円
議　長 422,000円 3.10月 － －
副議長 372,000円 3.10月 － －
議　員 348,000円 3.10月 － －

退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額および支給率に基づき、1期（4年=48月） 
勤めた場合における退職手当の見込額です。

（注）

２ 職員の給与および特別職の報酬等の状況

【定員管理の状況】
　市では、合併後、集中改革プランに基づき職員数の削減を行ってきましたが、
震災による膨大な復旧復興業務に当たるため定員適正化計画を一時的に凍結
することにしました。他自治体からの自治法派遣職員や任期付職員の採用など
復興に向けた人材確保に向けて適正な定員管理を行っていきます。
定員適正化計画の進捗状況および復興に向けた人員確保の状況（4月1日現在）

区分 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
定員適正化計画値 375人 372人 367人 361人 353人 － － － －

正職員 371人 362人 352人 344人 337人 335人 330人 330人 330人
任期付職員 － － － － － － 16人 29人 28人
再任用職員 － － － － － － 2人 4人 7人
市職員（小計） 371人 362人 352人 344人 337人 335人 348人 363人 365人
自治法派遣 － － － － － 41人 74人 77人 72人
職員数（合計） 371人 362人 352人 344人 337人 376人 422人 440人 437人

（注）　平成24年度以降の自治法派遣は、4月1日時点の数値です。

【職員数の状況】
　本市の職員数は、「東松島市定員適正化計画」に基づき合併後から削減
を行っており、計画値以上の削減となっています。震災後は、復旧・復興に
向けた業務も増加しているため、今後は復興事業と職員数のバランスを
考慮しながら職員数の適正化に努めていきます。
　なお、平成27年4月1日現在では、前年に比べて市職員数は2人増加して
いますが、主な要因としては定年退職者の再任用によるものです。また、
他自治体から地方自治法第252条の17による職員の派遣（以下「自治法
派遣」という）を受けていますが、26年度の77人から72人に減少したた
め、総職員数としては3人の減少となっています。

東松島市の職員数のあらまし

2-5　期末手当・勤勉手当
東松島市 宮城県 国

1人あたり平均支給額
（平成26年度）

1,227 千円

1人あたり平均支給額
（平成26年度）

1,645千円
―

（平成26年度支給割合） （平成26年度支給割合） （平成26年度支給割合）
期末手当

2.60  月分
（1.45）月分

勤勉手当
1.50  月分

（0.70）月分

期末手当
2.60  月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.40  月分

（0.65）月分

期末手当
2.60  月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.50  月分

（0.70）月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
◦役職加算　5％～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
◦役職加算　5％～20％
◦管理職加算　15％～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
◦役職加算　5％～20％
◦管理職加算　10％～25％

（　）内は再任用職員に係る支給割合です。（注）
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■問　復興政策課復興政策班　☎内線1241
　東松島市ホームページ・まちづくりアンケートのページ
　URL:http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp/city/enq/index.html

まちの情報ひろば 市報ひがしまつしま 2015 年（平成 27 年）12 月 1 日号

平成27年度東松島市市民満足度調査（市民アンケート）の結果を公表します
　市では、市民皆さんのニーズや満足度、市政に対する考えを反映させるため、6月から7月にかけて「まちづ
くりアンケート」を実施しました。多くの皆さんからご意見とご協力をいただき、ありがとうございました。こ
のアンケートの結果やご意見は、行政サービスの改善や今後の事業展開につなげていきます。
　なお、詳しい調査結果は市ホームページ上でご覧いただくか、復興政策課でも閲覧できますので、ご利用く
ださい。

平成27年度 市民アンケートの調査概要
●アンケート期間：平成27年6月26日～7月14日
●配布数：1,500人　　●回収数：512人
●回収率：34.1％

不満 満足
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い
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公共交通機関◆

▲
企業誘致、雇用対策
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地域ぐるみの教育支援

▲
商業の振興

地域の情報化◆
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地域間交流◆
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防犯対策

●自然エネルギーの活用

●公害対策

◆上下水道の整備

◆
航空機騒音

◆公園緑地

◆下水道の整備
▲

●リサイクル、ごみ減量都市計画
◆

▲
障がい者福祉

▲観光の振興

■自主防災
◆健全な行政運営

●衛生環境
▲

農林水産業振興

●自然保護

▲
子育て支援

生活道路

情報公開

●
芸術文化の振興

生涯学習

◆窓口サービス

スポーツ振興
◆市民協働のまりづくり

健康診断、
健康づくり住宅排水

◆
調和のとれた
土地利用の推進

●●

◆

男女共同参画
◆

◆■交通事故

▲

●

○重要度と満足度の相関図

●重要度・満足度の考え方
重要度：東松島市の施策分野について、どれを重要と考えるかどうかの指標。ラ
　　　  ンキングが高い項目（施策）は重要であると考えていることを示します。
満足度：東松島市の施策分野の現状について、満足しているかどうかの指標。ラ
　　　  ンキングが高い項目（施策）には、満足していることを示します。
●相関表の見方
Ａ…重要と認識する人が多く、満足している人が少ないため、特に優先して力を
　　いれていくことが必要とされるグループ。
B …重要と認識する人が少なく、今の状況に満足しているため、現状維持を基本
　　とするグループ。

復興まちづくり計画についてお聞きしました

■問　復興まちづくり計画の基本方針の実現に向けて進んでいる
　　　と思いますか。

      
アンケートで寄せられた市民の皆さんの声を一部紹介します

（寄せられたご意見のとおり掲載しています）

・嵯峨渓やブルーインパルスなど東松島にしかないものをもっとアピールす
　るべきだと思う。【10代男性】
・まちづくりには、施設だったりお土産だったり形に見えるものと、人々の絆
　といった見えないものの両方があると思います。どちらも大切だと感じて
　います。震災で失ったものは大きいですが、これから得られるものもはる
　かに大きいと思います。東松島の方は優しくて温かい方が多いような気が
　します。この人とのつながりや絆を守りつつ、みんながホッと安心して暮
　らせる、ずっと住み続けたいと思うようなまちになってほしいなと思いま
　す。【20代女性】
・地域の防災組織と接点のない住民がまだまだ多くいると思われます。震
　災以降、新たに住民となった転入者への防災意識の普及、啓発の取組が
　必要かと思います。【30代女性】
・子供は欲しいが、働かないと家計が苦しい。働きたいけど、子供を預けて働
　ける仕事、子供を預ける所がない。と考えている女性はたくさんいると思
　う。託児所のある職場が欲しい。【40代女性】
・健康福祉分野に力を入れて欲しい。これからは高齢者がどんどん増え、
　子供は減っていく一方、障害を持つ人もいるので、市民みんなが住みやす
　い町を作って欲しい。町中声がけやあいさつなどしやすい環境になって欲
　しい。【40代女性】
・高齢化は、今後ますます伸展していくとともに、人口減少社会となってい
　く。このため地域で支える仕組み作りが必要である。（在宅介護、デイサー
　ビス、ショートステイ等）【50代男性】
・これから高齢者がますます増える中、ただ単に寿命を延ばせばいいのでは
　なく、健康寿命をいかに維持できるかの方策を、あらゆる各方面から考え
　て欲しい。それが財政難において、医療費等の経費削減となるから。
　【60代女性】

分野別の重要度・満足度について ※上位、下位ともに5分野を掲載。

○重要度ランキング
ランキング 項　　目 偏差値

1 高齢者が暮らしやすい環境づくり 82.8
2 地震、津波、風水害などの災害の対策 77.2
3 身近に受診できる医療機関や救急、休日医療の体制 74.7
4 子育てに関する支援体制 68.9
5 小・中学校の施設や学校教育の推進 61.3

39 国際交流や地域間交流の推進 41.0
40 情報公開や広報、広聴 40.5
41 工業の振興 40.5
42 男女共同参画社会の推進 39.7
43 上水道の整備 38.5

○満足度ランキング
ランキング 項　　目 偏差値

1 自主防災組織など地域の防災体制の整備 71.3
2 上水道の整備 69.8
3 廃棄物の減量化やリサイクル、処理体制など 65.2
4 衛生的な生活環境づくり 64.8
5 自然環境の保全や自然保護活動の推進 64.3

39 商業の振興 38.9
40 障がい者が暮らしやすい環境づくり 38.1 
41 緑地、公園などの整備 37.8
42 航空機騒音対策 36.9
43 企業誘致や就業情報の提供など雇用対策 27.3

20.5% 16.6% 8.8% 6.3%

15.2% 39.6% 17.4% 15.6% 6.6%

10.9% 35.0% 21.7% 17.6 9.8%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

34.6% 25.2% 15.4% 6.8%

4.9%

5.5%

5.1%

5.9%

43.9%
防災・減災による災害に
強いまちづくり
～防災自立都市の形成～

支え合って安心して暮らせ
るまちづくり

生業の再生と多様な仕事
を創るまちづくり

持続可能な地域経済・社会
を創るまちづくり

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない

どちらかというとそう思わない そう思わない 無回答
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まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

１１月・１２月は、県税・市町村税の「宮城一斉滞納整理強化月間」です

　県と市町村では、１１月から１２月の２カ月間、ご自宅への電話や通知での催
告、財産調査（預貯金・給与・不動産など）、滞納処分執行（差押え・捜索・自動
車タイヤロックなど）など、県税・市町村税の徴収対策を集中して実施します。
　税金は、より良いまちづくりを進め、教育・福祉・公共整備などのさまざまな
行政サービスを行うための大切な自主財源です。
　行政サービスに必要な経費を公平に負担してもらうためにも、納期限を過ぎ
ても納めていない税金がある方は、早急に納めてください。また、病気やけがで
働けなくなったなど一括での納税が困難な場合は、納税相談をしてください。
※毎週火曜日は夜間収納窓口（２０時まで）、毎月第１日曜日は休日収納窓口
　（８時３０分～１７時１５分）を開設しています。
税金を滞納すると…

・納期限までに納付されない税金には、本来納めるべき金額に延滞金など
　が加算されます。
・滞納が続く場合は滞納処分が行われます。
督促…納期限までに税金が納付されない場合、督促状を送付します。
財産調査…督促状を送付しても納付されない場合は、勤務先、取引先、金
　融機関などに対して財産の調査を行います。必要に応じて自宅などの捜
　索も行います。
差押…財産調査で発見した財産（預貯金・給与・売掛金・不動産・動産など）
　を差押えします。
換価…預貯金、給与および売掛金などは取り立てにより、また不動産や動産
　は公売により換価（換金）し、滞納している税金に充当します。
■問　収納対策課収納対策班　☎内線1143～1146

　
　健康でいきいき過ごすために運動教室を開催します。最近転びやすくなっ
たなど体力の低下や運動不足を感じている方、より元気になりたい方など、
みんなで楽しく体を動かしてみませんか。初めて運動する方、大歓迎です。
参加費は無料です。
■日時　平成２８年１月６日（水）～３月９日（水）　※毎週水曜日、計１０回。
　　　　時間：１３時３０分～１４時３０分（初回は開講式のため１３時～）
■場所　市健康増進センターゆぷと
■対象　市内に住所を有する６５歳以上の方で、要支援・要介護認定を受
　けていない運動が可能な方
■内容　ストレッチ・コーディネーショントレーニング（遊びの要素を取り入れて
　運動神経を鍛える運動）・筋トレ・水中運動など、健康チェック、体力測定ほか
■定員　２５人　※応募人数が定員を超える場合、初めての方を優先。　
　すでに27年度に参加された方はご遠慮ください。
■申し込み　１２月１８日（金）まで電話で申し込み
■問　福祉課高齢介護班　☎内線１１９０

一般高齢者運動教室（元気アップ運動教室）開催のお知らせ

東根市ふるさと割旅行券販売のお知らせ
～山形県東根温泉へ格安で旅行できます～

★「湯ったりプラン」
　2月20日（土）まで1泊2食と500円の観光券が付き、5000円割引後の下
記の額で宿泊できます。金額は1室3人以上利用の場合。
◆Aプラン〈地酒1本付　大吟醸山法師720ml〉:1人　5,000円（税込）
◆Bプラン〈地酒1本付　スパークリング酒「ひととき」720ml〉:
　1人　7,000円（税込）
◆Cプラン〈山形牛ステーキ付〉:1人　9,000円（税込）

※宿泊のみのプランです。
※土曜日、祝祭日の前日は、1人2,000円増し、年末年始は、3,000円増しとな
　ります。1室2人利用の場合は、1人1,000円増しになります。
　上記のプランは、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用
　し、5,000円の助成により実施しています。
■事業の問　東根市商工観光課観光物産係　☎ 0237-42-1111　内線3116
■商品の問・申し込み　山交観光㈱東根案内所　☎0237-43-8200
   URL:http://www.yamakokanko.jp/pdf/higashine.pdf

住宅名（所在地） 間取り 戸数 備考
市営小野新道住宅

（小野字中央28-17）
2K(6/6)
平屋、浴槽あり １ （申込条件）

単身可
市営五味倉住宅

（大曲字前畑57-2）
3K(6/6/6)
2階建、浴槽あり １ （申込条件）

単身可

市営下浦住宅
（矢本字下浦191）

3K(6/6/6)
4階、浴槽なし、
シャワー不可

１ （申込条件）
単身可

市営住宅　入居者募集

※単身入居には条件があります。詳しい内容は、配布案内書を確認くだ
　さい。
■申込期間　12月1日（火）～12日（土）　※期間厳守。
■案内書配布　市建設課（鳴瀬庁舎2階）・市民課（本庁舎1階）、
　宮城県住宅供給公社東部管理事務所
■申込方法　専用の申込用紙に記入のうえ、郵送で申し込みください
※12月12日（土）までの消印有効。
■問　宮城県住宅供給公社東部管理事務所　
　住所:石巻市中里七丁目1-3　☎0225-21-5657

■申込期間　12月1日（火）～12日（土）　※期間厳守。
■案内書配布　市建設課（鳴瀬庁舎2階）・市民課（本庁舎1階）、
　宮城県住宅供給公社東部管理事務所
■申込方法　専用の申込用紙に記入のうえ、郵送で申し込みください
※12月12日（土）までの消印有効。
■問　宮城県住宅供給公社住宅管理課　☎022-224-0014
　宮城県住宅供給公社東部管理事務所　
　住所：石巻市中里七丁目1-3　☎0225-21-5657

県営住宅　入居者募集

防災集団移転団地の空き区画(借地)への追加募集

■申込方法　申込書に必要事項を記入のうえ、直接提出してください。
　申込書は下記窓口で配布します　※郵送での取寄せも可。
■申込開始日　随時受付中
■区画決定方法　手続き完了後に決定（区画決定後の変更はできません）
■問　生活再建支援課移転支援班　☎内線1493～1495

（休止
中）

（休止
中）（休止中）（休止中）

（休止中）（休止中）

45

45

❺月浜（宮戸）❺月浜（宮戸）

　 あおい❷（東矢本駅北）
　 あおい❷（東矢本駅北）

❶野蒜北部丘陵❶野蒜北部丘陵

❹牛網❹牛網

❸矢本西❸矢本西

団地名 追加募集
区 画 数 土地引渡し予定時期 区画の

大きさ

❶ 野蒜北部丘陵
17区画 平成28年11月末

約100坪
（約330㎡）

10区画 平成28年 9月末
6区画 平成28年 5月末

❷ あおい（東矢本駅北） 34区画
引渡し基準日以降、手
続き完了後に引渡し
可能です。

❸ 矢本西 1区画
❹ 牛網 3区画
❺ 月浜（宮戸） 1区画

※募集区画数は、11月18日現在です。■募集する団地の概要

　市内の防災集団移転団地の空き区画につ
いて、借地を希望する世帯に対し、次のとお
り追加募集（随時受付）をしています。
　なお、東日本大震災発生時に移転促進区
域外や東松島市以外に居住していた方は申
し込みできません。
■対象　下記のすべてに該当する世帯です
①市が設定した移転促進区域内に、東日本
　大震災発生時に居住し、り災証明書の交
　付を受けている世帯
②り災証明書に記載されている世帯構成員の全員が移転促進区域外に
　移転する世帯
③移転促進区域内の住居を除却、譲渡、または居住用以外の建物として
　利用する世帯
④がけ地近接等危険住宅移転事業（個別移転補助）・被災住宅再建支援
　事業・危険住宅移転支援事業（市独自支援補助）を利用していない世帯
⑤災害公営住宅に入居していない世帯
⑥市内の防災集団移転団地において、区画決定されていない世帯
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　小学生が地域の特色や歴史などを知り、自分たちも地域社会の一員とし
て、工夫・努力・協力していこうとする心情や地域社会に対する誇りや愛情を
持つことができるように社会科の副読本を制作中です。
　この副読本は、東日本大震災の影響で改定が遅れていましたが、平成27
年6月、市内小中学校の教員を中心とした編集委員会が組織され、内容な
ど検討を重ねながら、来年度発行を目標に現在
作業を進めています。
　今回の改定のポイントとしては、ページ上の制
限から、掲載ができない情報については、インター
ネットを介してデジタルでより詳しく学べるように
なっています。また、郷土の偉人や歴史の内容に
ついても大幅に見直しが図られています。
　今回の副読本の作成にあたり、市内の商店
や事業者の皆さんに取材などのご協力を依頼
することがあります。その際は、ご理解・ご協力を

よろしくお願
いします。
■問　学校教育課学校教育班
　☎内線1252

まちの情報広場 市報ひがしまつしま 2015 年（平成 27 年）12 月 1 日号

まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

空間放射線線量率調査結果（市役所西側通用口付近 地上1m:午前8時現在）
測定月日 11月13日 11月14日 11月15日 11月16日 11月17日 11月18日
測定値（単位:μSv/h） 0.032 0.033 0.033 0.031 0.032 0.032

　市では現在、市役所本庁舎西側通用口付近に、国の放射線測定可搬式モニ
タリングポストを設置していることから、この測定結果を掲載します。

※原子力規制委員会のホームページでリアルタイムの測定結果を公表しています。
　http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/
■問　環境課環境班　☎内線1155

東松島市内の放射線測定

東松島市プレミアム商品券使用期限のお知らせ
～１２月３１日（木）まで～

　
　東松島市プレミアム商品券の使用期限は、12月31日（木）までです。
　使用期限を過ぎると使用できなくなりますので、忘れずに使用して
ください。なお、使用の際は、おつりはでませんので注意してください。
■問　東松島市商工会　☎82-2088
　東松島市商工観光課商工政策班　☎内線2161

社会科副読本のリニューアルを目指しています

◀大塩小学校のパソコンルーム。（平成26
　年度特定防衛施設周辺調整交付金事業に
　て、赤井南小学校も整備しました）

　▲社会科副読本の写真

マイナンバーカードの申請方法
　通知カードと一緒に郵送される申請書に必要事項を記入し、顔写真を添
付して、地方公共団体情報システム機構へ返送することでマイナンバーカー
ドの申請をすることができます。
　また、東松島市役所本庁舎臨時窓口（１階第１休養室）で本人が申請をす
ることができます（この場合の手続きを代理人が行うことはできませんので、
ご注意ください）。
　なお、平成２７年１０月５日以降に住民票の住所などを変更された方は、通
知カードに同封された申請書が使用できない場合がありますので、申請され
る時は問い合わせください。
マイナンバーカードの交付
　市では、平成２８年１月以降に、順次交付を開始する予
定です。
　マイナンバーカードを申請した方に、市役所から交付に
ついての通知書を郵送します。
　通知書が届いた方は、東松島市役所本庁舎に来庁
し、本人確認のうえ、マイナンバーカードを受領すること
になります。
※詳しい内容は、市報１２月１５日号でお知らせします。
※マイナンバーカードの初回交付手数料は無料です。紛失などによるマイナ
ンバーカードの再交付には、手数料800円がかかります。
通知カードは大切に保管を
　通知カードは皆さんにマイナンバーをお知らせする大切なカードです。紛失
したり誤って損傷したりしないよう、大切に保管してください。
　紛失等した場合には再発行が可能ですが、再発行手数料が必要となりま
すので、ご注意ください。　　　

（紛失等による通知カードの再交付には手数料500円がかかります）
住所や氏名に変更があったら
　通知カードを受け取った後に、住所の異動や戸籍の届出などで住所や氏
名に変更があったときは、市役所でカードの裏面に変更事項を記載します。
住所変更や氏名変更の手続きの際には「通知カード」を市民課窓口サービ
ス班へお持ちください。
■問　市民課窓口サービス班　☎内線１１２２・１４１１

マイナンバー

マイナンバーカードをご利用ください

　

住宅再建（新築・改修）をお手伝いする相談窓口のお知らせ
　～東松島の風土に適した家・エコで快適に過ごせる　
　　　　　　　　家づくりを一緒に学びませんか～

■日時　水曜を除く毎日　10時～16時
■場所　東矢本駅前のモデル住宅（住所:東松島市矢本字下浦196-10）
■相談内容　住宅の再建または新築・改修を考えている方を対象に、こ
　れからの家づくりについて、相談や紹介をします。無料ですので、ぜひ
　利用ください。　※秘密は厳守します。

東松島型地域住宅 つながるYeah(家)！からのお知らせ

○「子育て環境に望まれるイエの性能について」茶話会
　子育てに望まれる住宅の性能について、お茶を飲みながら気軽な雰
囲気で北海道科学大学の福島先生とお話ししませんか。
■日時　12月5日（土）11時～12時
○「東松島がもっと大好きになる!地元食材をイタリア料理で表現
　する」食育ワークショップ
　地域に根差し、食の現場で活躍するプロの料理家・食猟師・農家とと
もに、東松島の食材を伝統的なイタリア料理で表現します。美味しく、
楽しく学びましょう。
■日時　12月13日（日）11時～14時　※参加無料、先着10人。

■対象　地域住民の皆さん　※お子さん連れ歓迎。
■場所　東矢本駅前のモデル住宅（住所:東松島市矢本字下浦196-10）
■問・申し込み　モデル住宅内相談窓口　☎98-8308
※閉館時は、復興政策課リーディングプロジェクト推進班
　☎内線1242・1243

　

　
■日時　12月13日（日）
　15時～　イベント開始
　16時40分～　点灯式開始
■場所　市営あおい住宅集会所
　（集合住宅北棟１階）前
■主な内容　立花英樹（東松
　島ふるさと復興大使）ミニコ
　ンサート、ゴスペルミニコン
　サート、よさこい演舞など
■問　あおい地区まちづくり整備協議会
　（事務局：市生活再建支援課移転支援班）☎内線1495

あおい☆星空イルミネーション点灯イベント開催

東矢本駅

臨　時
駐車場

藤野
整形

北　棟

南　棟

会 場

公園
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市民協働のまちづくり㉚     みんなが主役のともに復興へ
■問　市民協働課協働推進班　☎内線1281

 みんなの顔が見えるまちを目指して⑥ ～小野地域～

　小野地域まちづくり協議会では、小野地域を５つの地区協議会に
分けるとともに、「地域振興」「防犯・防災」「健康・福祉」「生活環境」

「教育・文化」の５つの専門部会を設置しています。地域の問題や課
題解決のための検討や、協働のまちづくりへの住民の意識向上のた
め各種事業を展開しています。平成29年4月に移行する自治会制度
については各地区で勉強会を実施するなど、協議会が中心となり準
備を進めています。
　自然と共存した良好な住環境を活かし、交通利便性を高めるな
ど、若者が定住しやすい環境作りを進め、協議会を中心にまちづく
り活動のさらなる活性化を図っていきます。

　小野地域は市の西端に位置し、北は美
み さ と

里町、西は松
ま つ し ま

島町、南
は太平洋に面したとても広大な地域です。古くから交通の要

かなめ

と
して栄えた小野地区などでは住民同士のまとまりが強く、祭り
や運動会なども盛んに行われています。一方、牛網地区では、
集団移転や災害公営住宅など新興住宅街が増加し、新しいコ
ミュニティ作りが急務となっています。

みやぎ花のあるまちコンクールで優秀賞

・豊かな自然と歴史に育まれた安全・安心のまちづくり
・住民の笑顔あふれるまちづくり
・若者が安心して子育てできる生活環境づくり

小野地域まちづくり方針
「みな仲良く笑顔のまちづくり」

小野市民センター ■問 87-2067

　花づくりや緑の育成を奨励
し「ふ れあ い」と「思 いやり」
のある人・地域づくりを推進
する「平成２７年度みやぎ花
のあるまちコンクール」の表
彰式が１１月１７日（火）に仙台
市内で開かれ、小野地域まち
づくり協議会が優秀賞に選ば
れました。小野地域では「花

の香るまちづくり」と題して、全１３地区でマリーゴールドの植栽に力を入れ
ています。地域住民が一丸となって取り組んでいること、そして各地区の生
育状況をこまめに報告し合っていることなどが県から評価されました。

　　　　　　　　

○布草履教室
■日時　12月12日(土)・17日(木) 13時～16時　■材料費　500円
○楽しい手作り～裂き織り～
■日時　12月22日(火) 13時～16時　■材料費　500円
○健康麻雀教室
■日時　12月3日(木）・10日(木)・18日(金)  13時～16時
■受講料　500円

　チャレンジショップ（あったかいホール1階）では、
地元の旬の野菜・海苔や手作り小物を販売しています。
ぜひお越しください。

○東松島すまいるひろば
■日時　12月18日(金)　10時～12時　■参加無料
■主催　ベビースマイル

■チャレンジショップ （1階）　10時～16時、日曜休館
※チャレンジショップは、12月3日（木）から休業します。野菜・のりの販売は、
　くらっぱで引き続き行っています。
※あったかいホールは、祝日もお休みとなりました。
■問・申し込み　☎98-6061　FAX:98-6062

「あったかいホール」開館時間のお知らせ

多彩な催しで地域ににぎわい
　地域の交流と親睦を図ることを目
的に毎年開催している一大行事、「小
野地域ふるさと愛あいまつり」が１１
月１５日（日）に小野市民センターで開
かれ、大盛況でした。会場では鮭のつ
かみどりが子どもたちの人気を集め
たほか、地元産野菜の直売や豚汁、焼
きとりなどの屋台も出店しました。

　またステージイベントでは、野蒜小学校児童の太鼓演奏や鳴瀬未来中学
校御

お か ぐ ら

神楽愛好会の演舞などが行われ、活気を呼び込んだほか、地元出身の
お笑い芸人で東松島ふるさと復興大使の「ニードル」や、歌手の高

た か は し よ し お

橋佳生さ
んらのライブも開かれにぎわいを見せていました。

　

　
■日時　１２月５日(土)１７時～
■場所　あったかいホール隣
※第5回サンタをさがせ！！終了後に
　開催します。
　☎98-6061（平日10時～１７時）

上町東地区イルミネーション点灯式開催
　

　
■日時　12月12日（土）　11時～15時　※開場：10時45分。
■場所　大曲市民センター　※雨天決行。上履きとビニール袋を持参してく
ださい
■主な内容　UFOキャッチャー、スマートボール、フラッシュパッド、ダーツ、
パパンダ（『パンダコパンダ』登場キャラクター）との記念撮影会、ネイルプリなど
※来場者には「オリジナルカレンダー2016」をプレゼントします。
■問　あったかいホール　☎98-6061

メリークリスマスin東松島2015〜セガサミーグループがやってくる〜

バレンタインParty(第4回東松島婚活イベント)
■日時　平成28年2月14日(日)　15時30分～18時30分
■場所　プレセティア内康　■参加費　男女とも4,000円
■募集人数　男女各50人　※申込先着順。
■内容　豪華な室内で美味しい食べ物とデザートを楽しみながらグルー
　プトークやフリートークで交流を深めます。途中で女性から男性にチョ 
　コのプチプレゼントもあります。最後は男性から女性へ告白し、OKが
　出たらカップル誕生です
■参加資格　男性は25歳～49歳で東松島市在住の方
　　　　　　女性は25歳～49歳で地域不問
■申込締切日　平成28年2月1日(月)　※一次募集期間。
◎事前セミナー 　※参加無料。

イベントに参加する方を対象に事前セミナーを開催します。
■日時　1月30日（土）・2月7日（日）
　10時30分～11時30分（男性向け）、13時～14時（女性向け）
■場所　市コミュニティセンター　■定員　各回とも40人
　バレンタインParty参加に必須ではありませんが、男女計100人もの
人数が参加するイベントのため、事前準備は大切です。ぜひご参加ください。
■問・申し込み　一般社団法人東松島みらいとし機構　☎98-7311
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